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職についた者の寄稿が目立つようになる。第2号 、第3号 、第4号(1990)の あいだにそれぞ
れ2年 ずっの間隔があいているのも、雑誌運営の主力となる博士課程の学生数の減少が原因だつ
たのだろう。この雑誌が、修士論文を7辞 にするというもう一っの役割をはたすようになるのも
また、この時期以降のことである。
1990年 代の半ばに入ると、就職状況は年々厳しさを増すようになる。だがそれはまた、この
雑誌がその真価を発揮する時期でもあつた。博士課程の学生たちが学位取得をめざすようになる
とともに、『研究報告』ほ博士論文の中間発表の場となつてゆく。学術雑誌としての性格が強化
され、第9号(1996)か らは論文にドイツ語要旨が添えられ、ドイツ語で書かれた論文も掲載
されるようになる。
ix
1997年 に、独文研究室は文学部新館7階 に移転する。廊下の窓から大文字山を正面に望むこ
の部屋は、狭いながらも各種の参考資料を完備し、学生たちの読書会や研究会がひんぱんに開か
れる場所となる。『研究報告』もまた、第12号(1999)以 降は、この部屋のパソコンを使つて
版下まで学生たちの手で作成されるようになる。
21世 紀に入ると、大学院生の男女比が逆転する。論文のスタイルの点でも、テーマの点でも、
『研究報告』に新しい風を吹き込んだのは女子学生たちだつた。第18号(2004)か らは、人間 ・
環境学研究科の学生たちも執筆者に加わり、文学研究から文化研究へという視野の拡大はいっそ
う顕著になつた。『研究報告』という簡素ながらも間口の広いタイ トルは、この雑誌の現状によ
く合つていると思う。
2006年 、独文研究室のホームページが開設され、『研究報告』の総目次が掲載された。やがて
この雑誌自体が電子テキストとして、どこからでも読めるようになる日もそれほど遠くはないこ
とだろう。
だが、こうした変化のなかで、20年間を通じて変わらなかったものがあるとすれば、それは、
この雑誌が教員の手を借りず、学生たちだけの手で運営され、編集されているという点に尽きる
だろう。他大学では同種の雑誌の多くが、教員によるレフェリー制をとっているのにたいして、
『研究報告』の生命線は、執筆者たちのあいだでおこなわれる厳しい読み合わせにある。創刊時
以来のこうした精神を受けついで、『研究報告』が若い研究者たちの自由で開かれた研讃の場で
あり続けることを願ってやまない。
〔京都大学大学院文学研究科助教授〕
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